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１ 河川の総合的な保全と利用に関する基本方針 

（１）河川の概要 

南三陸
みなみさんりく

町歌津
う た つ

は、承和年中(834 年～847 年)本町北西部にそびえる霊峰

田束山
たつがねさん

の開山とともに発展し、明治 22 年の町村制の施行により歌津村とし

て誕生した。その後、幾度か三陸大津波の襲来を受けたものの、そのたびに

復興し、昭和 34 年には町制に移行して今日に至っている。田束山は南三陸

金華山
きんかさん

国定公園に指定されており、県内でも有数の景勝地として、春先のつ

つじの見頃には多くの観光客で賑わう。 

町名「歌津」の由来は、田束山の正社寂光寺
じゃっこうじ

を起点に「卯
う

辰
たつ

」の方位に地

形が開けていることから、「歌津」と称されたという一説がある。 

伊里前川は、その源を宮城
み や ぎ

県本吉
もとよし

郡南三陸町歌津の神
しん

行
ぎょう

堂山
どうやま

（標高 458

ｍ）に発し、山間部を東流し、途中左支川樋の口
ひ の く ち

川を合流しながら流下し、

南三陸町歌津の市街地を経て伊里前湾に注ぐ流路延長 7.8km、流域面積

17.6km2 の２級河川で、その流域は南三陸町歌津のほぼ２分の１に及んでい

る。流域の年間降水量は約 1,400mm となっている。また、水質環境基準の類

型指定はなされていないが、伊里前橋地点等の測定地点におけるＢＯＤ75％

値は 1.0mg/l 程度となっており、県内でも有数の清流であると言える。沿川

には耕地と集落が点在しており、下流部ではＪＲ気仙沼
けせんぬま

線と国道 45 号が横

過し、ＪＲ歌津駅周辺には役場や保健センター等の公共施設が集中する等市

街地が形成されている。一方、中上流部においては豊かな自然や清らかな水

の流れ、せせらぎの音、それらが織りなす良好な風景が残されている。流域

の自然環境としては、スギ、アカマツ等の針葉樹林とコナラ等の落葉広葉樹
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林が混生し、多種多様な動植物が生育している。特に、上沢
かみさわ

地区を中心に猛

禽類のハイタカ、植物ではキキョウ、キンラン等といった貴重種が生育して

おり、最上流の払川
はらいかわ

地区には蝶のオオムラサキや猛禽類のミサゴ、田束山

周辺にはニホンカモシカが生息している。魚類ではアユ、ヤマメ等、清流を

好む魚種が東北地方太平洋沖地震後も数多く生息している。 

南三陸町歌津の地質は、主に古生代の二畳紀から中生代の三畳紀、ジュラ

紀から新生代に至る地層からなっており、比較的安定した地盤である。また

町一帯は化石の宝庫でもあり、特に館浜
たてはま

海岸では、恐竜の化石としては極め

て珍しい魚竜化石（ウタツギョリュウ）が発見されている。 

伊里前川の治水事業は、津波や洪水被害に応じて古くから実施されてきた。

昭和 35 年５月のチリ地震津波により流失家屋２戸、半壊家屋 15 戸、浸水家

屋 48 戸の被害のほか、船舶や養殖施設等にも大きな被害を受けた。このこ

とが契機となり、昭和 36 年から災害関連事業が実施され、昭和 41 年には河

口部に防潮水門が完成した。一方、伊里前川は急流のため、過去においてた

びたび水害に見舞われてきた。このため、昭和 41 年より河口から 500ｍの区

間で河川改修が行われた。その後、昭和 52 年９月の台風 11 号では浸水家屋

６戸、浸水農地約３ha、昭和 56 年９月の豪雨では浸水家屋 48 戸、浸水農地

約 31ha 等の大きな被害を受けたことから、引き続き昭和 58 年より河口から

1,100ｍの地点まで河川改修が延伸され、現在の堤防が出来上がっている。

また上流には、平成 25 年に払川ダムが完成し、土石流対策として昭和 46 年

に砂防ダムが１基設置されている。しかしながら、近年の市街地への人口集

中に伴い、洪水が発生したときの被害は一層大きくなることが予想されてお

り、さらなる治水対策が求められている。 

平成 23 年３月の東北地方太平洋沖地震では津波等による甚大な被害や、

地殻変動による広域的な地盤沈下が発生した。そのため、地域づくり等と整
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合を図りながら堤防の整備等を行うことが急務となっている。 

さらに「南三陸町震災復興基本方針（素案）」においては、沿岸地域の地

盤沈下に対して、土地の嵩上げや防潮堤、防波堤、水陸門の組合せにより、

大規模災害（大津波）への防災・減災構造の確立を図ることとされている。 

伊里前川の水利用は古くから行われ、現在、約 25ha の耕地に対するかん

がい用水として利用されている。伊里前川は、年間の約半分は中在
なかざい

橋下流か

ら感潮区間となっており、伊里前橋上流のおよそ 1.5km の区間で表流水が伏

流する河川である。これは、三陸地方の小河川に多く見られる現象であり、

当該区間の河床に砂礫層が厚く堆積していることが一因と言われている。こ

のため、かんがい用水のための取水堰は、すべて伏流の始まる地点より上流

に設けられている。一方、昭和 59 年、昭和 60 年、昭和 62 年、平成６年に

は、夏季を中心に水量が減少し、取水に支障をきたしたことから、渇水時に

おいて安定して取水ができるよう望まれている。 

また、南三陸町歌津では、人口は減少傾向にあるものの、近年の世帯数の

増加や今後の下水道の整備、普及により水道用水の需要の増加が見込まれて

いる。 

以上のことから、本水系においては、洪水から沿川住民の貴重な生命や財

産を守り、安定した水利用を確保するとともに、豊かな自然環境と調和した

潤いのある生活の実現が求められている。 
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（２）河川の総合的な保全と利用に関する基本方針 

ア  洪水、高潮等による災害の発生の防止又は軽減に関する事項 

水源から河口まで一貫した計画のもと、伊里前川の総合的な保全と利用を

図ることとし、治水に関しては、近年、当該流域において最も被害の大きか

った昭和 56 年の洪水等を踏まえ、50 年に１回程度の確率で発生する規模の

洪水流量を安全に流下できる計画とし、上流に洪水調節施設を建設するとと

もに河道の改修を行う。また、計画を超える洪水が発生した際に、被害を極

力抑えるよう配慮する。 

河川津波対策に当たっては、発生頻度は極めて低いものの、発生すれば甚

大な被害をもたらす「最大クラスの津波」は施設対応を超過する事象として、

住民等の生命を守ることを最優先とし、津波防災地域づくり等と一体となっ

て減災を目指すとともに、最大クラスの津波に比べて発生頻度は高く、津波

高は低いものの、大きな被害をもたらす計画津波に相当する「施設計画上の

津波」に対しては、津波による災害から人命や財産等を守るため、海岸にお

ける防御と一体となって河川堤防等により津波災害を防御するものとする。 

 

イ  河川の適正な利用及び流水の正常な機能の維持に関する事項 

河川水の利用に関しては、既得用水の安定供給に対応するため、合理的な

水利用の普及・啓発を図り、流水の正常な機能の維持に努める。 

 

ウ  河川環境の整備と保全に関する事項 

河川環境に関しては、豊かな自然や多様な生態系、美しい景観を保全する

とともに、地域の人々の憩いや子どもたちの環境学習、体験学習の場等とし

て水辺空間の適正な利用を図っていく。また、中在橋下流の伏流区間につい

ては、伏流の状況を把握し表流水が現れる期間を少しでも長くするよう努め

る。 
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東北地方太平洋沖地震によって、河口部に限定しているが、広域的な地盤

沈下や津波により環境が大きく変化した。 

水質については、河川の利用状況、動植物の生息・生育環境であることを

考慮し、関連事業や関係機関、地域住民との連携を図りながら維持・改善に

努める。 

河口部の河川環境については、今後も河川環境調査を継続的に進め、必要

に応じて保全措置を講じることに努める。 

河川の維持管理に関しては、災害発生の防止、河川の適正な利用、流水の

正常な機能の維持、河川環境の整備と保全等、総合的な観点から適切に行う。 

また、地域の人々と伊里前川が良好な関係を保っていくことが重要である

ことから、より多くの人々が川への関心を高め、いろいろなかたちで川と関

わりを持てるよう努めていく。 
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２ 河川の整備の基本となるべき事項 

（１）基本高水並びにその河道及び洪水調節施設への配分に関する事項 

基本高水のピーク流量は、近年、当該流域において最も被害の大きかった

昭和 56 年の洪水等を踏まえ、50 年に１回程度の確率で発生する規模とし、

基準地点である伊里前橋において 200m3/s とする。 

このうち、上流に建設される洪水調節施設により 50m3/s を調節して、河道

への配分流量を 150m3/s とする。 

基本高水のピーク流量等一覧表 

(単位：m3/s) 

河川名 基準地点名 
基本高水 

のピーク流量

洪 水 調 節 施 設

による調節流量

河道への 

配分流量 

伊里前川 伊里前橋 200 50 150

 

（２）主要な地点における計画高水流量に関する事項 

伊里前川における計画高水流量は、伊里前橋地点において 150m3/s とする。 

 

 

 

 

 

 

伊里前川計画高水流量図 

  

■：基準地点 

（単位：m3/s） 

●：主要な地点 
（
太 

平 

洋
） 

150 

伊里前橋

■ ● 

 

河口 
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（３）主要な地点における計画高水位及び計画横断形に係る川幅に関する事項 

イ．計画高水位 

本水系の主要な地点における計画高水位は次のとおりとする。 

河 川 名 地点名 
河口からの

距 離(km)

計画高水位 

T.P(m) 注 1) 
摘要 

伊里前川 
伊里前橋 0.5 +2.78  

河口 0.05 注 2) +7.70  

注 1）T.P：東京湾中等潮位 

注 2）計画津波水位 

ロ．計画横断形に係る川幅 

本水系の主要な地点における計画横断形に係る概ねの川幅は、次のと

おりとする。 

河 川 名 地点名 
河口からの

距 離(km)
川 幅(m) 摘要 

伊里前川 
伊里前橋 0.5 23  

河口 0.05 44  

 

（４）主要な地点における流水の正常な機能を維持するため必要な流量に関す

る事項 

中在橋地点下流における既得水利としては、農業用水としてかんがい面積

約５ha の慣行水利があり、0.026m3/s の取水が行われている。また、中在橋

上流では、同じくかんがい面積約 20ha の慣行水利があり、0.166m3/s の取水

が行われている。 

これに対して中在橋地点における過去 30 年間（昭和 39 年～平成５年）の

平均渇水流量は約 0.08m3/s、平均低水流量は約 0.12m3/s である。 

中在橋地点において流水の正常な機能を維持するために必要な流量は、流

水の占用や動植物の保護等を考慮して概ね 0.08m3/s とし、その確保に努める

こととする。また、中在橋下流の伏流区間については、伏流の状況を把握し

対応について調査検討を行う等、表流水が現れる期間を少しでも長くするよ

う努めることとする。  
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